
地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

女性のためのつながりサポート事業【北海道北見市】

目的・目標

事業の特徴

本市は、北海道東部の中心に位置し、産業・経済の中心、医療・学術・教育・文化
など様々な分野での機能が集積し、中核都市としてオホーツク圏域をけん引して
いる。
北見市労働状況調査報告書によると、正規従業員の割合は男性51.5％、女性
48.5％とほぼ半分だが、パート労働者の割合では、女性が77.5％を占めており、
中でも女性の40歳代が23.2％となっている。また、業種別で「宿泊業、飲食サービ
ス業」が52.7％となっており、コロナ禍で「パート、臨時、季節等の出勤調整をした
」と回答した割合が5割を超えており、生活状況の悪化が懸念される。

孤独や孤立、不安を抱える女性が安心し
て生活できる支援体制の確立を目標に相
談人数の目標を50人に設定、結果は34人
と68％の達成率だった。

目標50人に対し、相談人数34人と68％
の達成率であった。
相談会では、話しを聞く雰囲気づくりを
行い、話しを引き出すように努めた。

相談窓口の周知に引き続き努めるとともに、相
談会に行きやすい日程、会場を設定することで、
相談人数の増加を図る。

生理用品の提供方法について、提供しやすい場
所について検討する必要がある。

○相談窓口を記載したカードを同封し、
女性用品の提供を行った。
○NPO法人に委託し相談窓口の設置、
SNS相談、居場所づくりの提供

NPO法人ワークフェア、ウイメンズ・きたみ、北見市観光協会、北

見駅、北海道北見バス、北見市社会福祉協議会、北見市自立支
援センター、ハローワーク北見、ジョブサポート北見ジョブカフェ、
各小中学校、高等学校、大学、専門学校、市内病院、、（社）北見
睦会、（社）北の大地、商工会議所等に二つ折りカードやハンドビ
ラ設置依頼するとともに広報活動を実施した。



事業の概要

2つ折りカードを作成し、提示す
ることで生理用品を提供。カード
には相談窓口を記載。

ハンドビラを作成し、北見市の４
自治区に無料相談会、相談窓口
の周知を実施。相談会は気軽に
集まることができる雰囲気づくり
に努めた。

その他相談窓口を記載したカードを公共施設や小児科・産
婦人科病院などにも設置、周知に努めた。
教育委員会を通じ、各小中学校にカード及び相談チラシを
配布。高等学校等にも同様に事業の周知を実施した。
ハンドビラを民生委員児童委員にも配布し、事業及び相談
窓口の周知も実施した。

カード・ハンドビラに印刷した相談窓口一覧

●相談窓口を記載したカードを同封し、女性用品を提供

●相談窓口の設置、SNS相談、居場所づくりの提供


